
新大阪駅営業第二科長

徳井の暴言・パワハラ・
闘争破壊を許すな！

１１月２日、主任レポート反対・加藤さん不当解雇撤回に向け、主任レポート（業務

報告書）提出拒否の闘いを果敢に闘っている我が組合員に対し、徳井新大阪駅営業第二

科長は、明らかなパワーハラスメントと言える暴言を吐いた。今闘争を破壊せんとする

徳井の言動を許すわけにはいかない。

以下、組合員と徳井のやりとりを明らかにする。

徳 井：教育はどないするんや。

。組合員：受けます

なぜ拒否しない。以前は拒否したやろ。一貫性がないな。徳 井：

組合員：やっている事は一貫している。

やるんやったら、とことんやらんかい。とことんやれよ！徳 井：

不祥事で、なんぼでもあげたるから。

「部屋のドアーはどないしよ。閉めたらあとで軟禁されたと掲また、教育の時には、

、示出されたらたまらんからな 明日 ３日 は 四人が出勤か 最強やな。」「 （ ） 、 。 。」などと

挑発と暴言を繰り返し、パワハラをはたらいた。

これらの、徳井の言動は、明らかに闘争破壊でもあり、絶対許すわけにはいかない。

支社にも抗議の申し入れをすると共に、断固糾弾する。

廃止のはずの電話がつながる？
どうなってるの、徳井科長

駅の案内所の外線電話（公衆）が、１０月３１日をもって廃止され、お客様からの電

話はつながらないはずなのに、１１月１日朝から電話は鳴りっぱなし。徳井科長は「電

話に出ろ 」と指示した。おかしいではないか！決めたことが実行されていない！その。

しわ寄せは、いつも現場で働く社員にかかってくる。単なるミスや手違いでは済まされ

ない！ 東海労関西地本は、即、支社に抗議しました。
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